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第６章 保健体育

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨
１ 教科目標
心と体を一体としてとらえ，健康・安全や運動についての理解と運動の合理的な実践を通して，生涯
にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに，健康の保持増進のための実践力の育成
と体力の向上を図り，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。

２ 評価の観点及びその趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

運動の楽しさや喜びを深 自己の能力と運動の特性 自己の能力と各種の運 生活における運動の意義
く味わうことができるよ に応じた課題の解決を目 動の特性に応じた技能 や必要性及び運動の特性
う自ら進んで計画的に運 指して，運動の合理的な を高め，運動の楽しさ と合理的な行い方を理解
動をしようとする また 行い方や計画的な活動の や喜びを深く味わうと し，知識を身に付けてい。 ，
個人生活や社会生活にお 仕方を考え，工夫してい ともに，体力を高める る。また，個人生活及び
ける健康・安全に関心を る。また，個人生活や社 ための運動の合理的な 社会生活における健康・
もち，意欲的に学習に取 会生活における健康・安 行い方を身に付けてい 安全について，課題の解
り組もうとする。 全について，課題の解決 る。 決に役立つ基礎的な事項

を目指して考え，判断し を理解し，知識を身に付
ている。 けている。

第２ 各科目の評価の観点及びその趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

体 育 運動の楽しさや喜 自己やグループの能力 自己の能力と運動の特 社会の変化とスポーツ，
びを深く味わうこ と運動の特性に応じた 性に応じた課題の解決 運動技能の構造と運動の
とができるよう， 課題の解決を目指して を目指して運動を行う 学び方，体ほぐしの意義，
公正，協力，責任 活動の仕方を考え，工 とともに，運動の技能 と体力の高め方に関する
などの態度を身に 夫している。 を高めている。また， 基礎的な事項を理解し，
付けるとともに， 自己の体力や生活に応 知識を身に付けている。
健康・安全に留意 じて体力を高めるため
して自ら運動をし の運動の合理的な行い
ようとする。 方を身に付けている。

保 健 個人生活や社会生 個人生活や社会生活に 個人生活及び社会生活に
活における健康・ おける健康・安全につ おける健康・安全につい
安全に関心をもち いて，課題の解決を目 て，課題の解決に役立つ，
意欲的に学習に取 指して考え，判断して 基礎的な事項を理解し，
り組もうとする。 いる。 知識を身に付けている。
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第３ 必履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
体育Ⅰ
１ 目標
各種の運動の合理的な実践を通して，運動の技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができ
るようにするとともに，体の調子を整え，体力の向上を図り，公正，協力，責任などの態度を育て，生
涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

運動の楽しさや喜びを深 自己やグループの能力 自己の能力と運動の特性 社会の変化とスポーツ，
く味わうことができるよ と運動の特性に応じた に応じた課題の解決を目 運動技能の構造と運動の
う，公正，協力，責任な 課題の解決を目指して 指して運動を行うととも 学び方，体ほぐしの意義，
どの態度を身に付けると 活動の仕方を考え，工 に，運動の技能を高めて と体力の高め方に関する
ともに，健康・安全に留 夫している。 いる。また，自己の体力 基礎的な事項を理解し，
意して自ら運動をしよう や生活に応じて体力を高 知識を身に付けている。
とする。 めるための運動の合理的

な行い方を身に付けてい
る。

３ 学習指導要領の内容
「 」 ， 「 」 ，「 」，「 」，科目 体育 においては 学習指導要領の 体育 の内容の Ａ 体つくり運動 Ｂ 器械運動

「Ｃ 陸上競技 「Ｄ 水泳 「Ｅ 球技 「Ｆ 武道 「Ｇ ダンス 「Ｈ 体育理論」を内容のま」， 」， 」， 」， 」，
とまりとして，これらごとに評価規準を作成した。

（１ 「Ａ 体つくり運動」）
【学習指導要領の内容】
(1) 自己の体に関心をもち，自己の体力や生活に応じた課題をもって次の運動を行い，体ほぐしをした
り，体力を高めたりするとともに，これらの運動を生活の中で実践することができるようにする。
ア 体ほぐしの運動
イ 体力を高める運動
(2) 体つくり運動に対する関心や意欲を高めるとともに，互いに協力して運動ができるようにする。
(3) 自己の体力や生活に応じて，体ほぐしの行い方と体力の高め方を実践的に工夫することができるよ
うにする。

【 Ａ 体つくり運動」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

体つくり運動に対する関心 自分の体力や生活に応 自分の体力や生活に応 体つくり運動の意義や適
や意欲を高めるとともに， じて，体ほぐしの行い じて，体力を合理的に 切な行い方，心身への効
楽しさや心地よさを味わえ 方と体力の高め方を工 高めるための運動がで 果を理解するとともに，
るよう互いに協力して進ん 夫している。 きる。 ねらいに即した体つくり
で運動をしようとする。ま 運動の組み立て方を理解
た，健康や安全に留意して し，知識を身に付けてい
運動をしようとする。 る。

【 Ａ 体つくり運動」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

・自分や仲間の体や心の状 ・自分の体力水準や健 ・各種の運動に関連す ・体ほぐしの運動，体力
態に気付き，体の調子を 康状態に適した運動 る体力及び健康に関 を高める運動の意義に
整え，仲間と交流するこ を選び，構成してい 連する体力の向上に ついて，言ったり，書
とを大切にして体を動か る。 必要な運動を身に付 き出したりしている。
す楽しさや心地よさを味 ・グループで運動を構 けたり，合理的に体 ・体ほぐしの運動の行い
わおうとする。 成したり，施設や用 力を高めたりするこ 方，体力を高める運動
・仲間と協力して，互いに 具を効果的に利用し とができる。 の行い方及び体力の高
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思いやりながら，進んで たりしている。 め方について，具体例
運動に取り組もうとする ・実践内容やその効果 を挙げている。。
・体つくり運動の必要性を をとらえ，運動の内 ・体ほぐしの運動や体力
意識し 正しく受け止め 容や方法を見直した を高める運動のねらい， ，
進んで体力を高めようと り，新しい運動を選 に即した運動の多種多
する。 んだりしている。 様な組み立て方，活用
・自分や仲間の体の状態を の仕方について，具体
意識するとともに，運動 例を挙げている。
をする上で施設や用具の

。安全に留意しようとする

＊なお 「体ほぐしの運動」は，技能の獲得・向上を直接のねらいとするものではないことから，運動の，
技能の観点から削除している。

（２ 「Ｂ 器械運動」）
【学習指導要領の内容】
(1) 自己の能力に応じて次の運動の技能を高め，技が円滑にできるようにする。
ア マット運動
イ 鉄棒運動
ウ 平均台運動
エ 跳び箱運動

(2) 互いに協力したり補助したりして練習ができるようにする。また器械・器具を点検し，安全に留意
して練習や発表ができるようにする。
(3) 自己の能力に応じた技を習得するための計画的な練習の仕方や発表の仕方を工夫することができる
ようにする。

【 Ｂ 器械運動」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

器械運動の特性に関心をも 自分の能力に応じた技 器械運動の特性に応じ 器械運動の特性や技術の構
ち，楽しさや喜びを味わえる を習得するための課題 た技能を身に付け高め 造を理解するとともに，技，
よう互いに協力して進んで練 を設定し，その解決を 技を組み合わせて演技 の確かめ方，補助の仕方，
習に取り組もうとする また 目指して，練習の仕方 ができる。 練習の計画的な行い方，演。 ，
器械・器具を点検し，安全に や演技の構成，発表の 技構成の仕方を理解し，知
留意して練習や発表をしよう 仕方を工夫している。 識を身に付けている。
とする。

【 Ｂ 器械運動」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

・技の達成や演技のできばえ ・自分の技能に応じた ・自分の能力に応じた ・器械運動の技の系・技群
を求める器械運動の楽しさ 技を選択したり，組 技を身に付け高める ・グループの構造，技
や喜びを味わおうとする。 み合わせたりして技 とともに，できる技 の系統性や発展性につ
・仲間と協力して補助し合っ を円滑に行うための を繰り返して技を安 いて，言ったり，書き
たり，教え合ったりしよう 課題を設定している 定させることができ 出したりしている。。
とする。 ・課題解決に必要な， る。 ・器械運動の楽しみ方や学
・練習や発表で，お互いの技 練習や場づくりの仕 ・できる技や新しく身 習の進め方，練習の仕
や演技のできばえのよさを 方を選んだり，見付 に付けた技を組み合 方や場づくりの方法，
認め合おうとする。 けたりしている。 わせて演技をするこ 練習計画の立て方，技
・器械・器具の状態を確かめ ・課題の達成状況をと とができる。 のできばえの確かめ方
るとともに，適切な場づく らえ，練習や発表の について，具体例を挙
りや体の調子に気付くな 仕方を見直したり， げている。
ど，安全に気を配ろうとす 新しい課題を選んだ ・技の特徴や運動種目ごと
る。 りしている。 の特性に合った演技構

成の仕方，発表の仕方
について，具体例を挙
げている。
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（３ 「Ｃ 陸上競技」）
【学習指導要領の内容】
(1) 自己の能力に応じて次の運動の技能を高め，競技したり，記録を高めたりすることができるように
する。
ア 競走
イ 跳躍
ウ 投てき
(2) 互いに協力して練習や競技ができるようにするとともに，勝敗に対して公正な態度がとれるように
する。また，練習場などの安全を確かめ，健康・安全に留意して練習や競技ができるようにする。
(3) 自己の能力に応じた課題の解決を目指して，計画的な練習の仕方や競技の仕方を工夫することがで
きるようにする。また，競技会の企画や運営ができるようにする。

【 Ｃ 陸上競技」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

陸上競技の特性に関心をも 自分の能力に応じた課 陸上競技の選択した種 陸上競技の選択した種目
ち，楽しさや喜びを味わえ 題を設定し，その解決 目の特性に応じた技能 の特性や技術の構造，合
るよう互いに協力して進ん を目指して，練習の仕 を身に付けるとともに 理的な練習方法，正しい，
で練習や競技に取り組もう 方や競技の仕方を工夫 その技能を高め，競技 競技方法，競技規則や審
とするとともに，勝敗に対 している。 をしたり記録を高めた 判法及び競技会の企画や
して公正な態度をとろうと りすることができる。 運営の方法を理解し，知
する。また，体の調子や活 識を身に付けている。
動場所及び器具など，健康
・安全に留意して練習や競
技をしようとする。

【 Ｃ 陸上競技」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

・全力をつくして競争した ・自分の能力に応じた ・自分の能力に応じた ・陸上競技の選択した種
り，記録を向上させたり 目標記録や課題を定 技能で，速く走った 目の特性や技術の構造
する陸上競技の楽しさや めている。 り，遠くへ（高く） について，言ったり，

。喜びを味わおうとする。 ・課題解決に必要な， 跳んだり，遠くへ投 書き出したりしている
・練習や競技で，よりよい 合理的な練習や競技 げたりすることがで ・選択した種目の課題解
記録がでるように，互い の方法を選んだり， きる。 決のための練習方法や

。 ，に励まし合ったり，協力 見付けたりしている ・選択した種目につい 学習の進め方について
をしたりしようとする。 ・課題の達成状況をと て特徴的な動きを身 具体例を挙げている。

，・自分や仲間の勝敗や記録 らえ，練習や競技の に付け，競技したり ・選択した種目のルール
の結果を受け入れようと 仕方を見直したり， 記録を高めたりする 審判法について，言っ
する。 新しい課題を選んだ ことができる。 たり，書き出したりし
・体の調子を確かめ合った りしている。 ・選択した種目に必要 ている。
り，練習や競技場所及び なスタートや加速， ・競技会の企画・運営の
器具の安全を確かめたり 助走や踏切，構えや 方法について，具体例
するなど，健康・安全に 突き出しなどができ を挙げている。
留意しようとする。 る。

（４ 「Ｄ 水泳」）
【学習指導要領の内容】
(1) 自己の能力に応じて次の運動の技能を高め，速く泳いだり，続けて長く泳いだりすることができる
ようにする。
ア クロール
イ 平泳ぎ
ウ 背泳ぎ
エ バタフライ
オ 横泳ぎ

(2) 互いに協力して練習ができるようにするとともに，勝敗に対して公正な態度がとれるようにする。
， ， 。また 水泳の事故防止に関する心得を守り 健康・安全に留意して練習や競泳ができるようにする
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(3) 自己の能力に応じた課題の解決を目指して，計画的な練習の仕方や競泳の仕方を工夫することがで
きるようにする。

【 水泳」の評価規準】「D

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

水泳の特性に関心をもち，楽 自分の能力に応じた課 水泳の特性に応じた技 水泳の特性や学び方を理解
しさや喜びを味わえるよう互 題を設定し，その解決 能を身に付けるととも するとともに，各泳法の技
いに協力して進んで練習に取 を目指して，練習の仕 に，その技能を高め， 術の構造，競泳の行い方，
り組もうとするとともに，勝 方や競泳の仕方を工夫 速く泳いだり，続けて 水泳の事故防止について理
敗に対して公正な態度をとろ している。 長く泳いだり，競泳を 解し，知識を身に付けてい
うとする。また，水泳の事故 したりすることができ る。
防止に関する心得を守り，健 る。
康・安全に留意して練習や競
泳をしようとする。

【 水泳」の評価規準の具体例】「D

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

・速く泳いだり，続けて長く ・泳法ごとに，自分の ・自分の能力に応じた ・水泳の特性や技術の構
泳いだり，競泳をしたりす 能力に応じた目標記 泳法で，速く泳いだ 造，競泳のルール，審
る水泳の楽しさや喜びを味 録や課題を定めてい り，続けて長く泳い 判法について，言った
わおうとする。 る。 だりすることができ り，書き出したりして
・練習や競泳で，仲間と互い ・課題解決に必要な， る。 いる。
に協力して補助し合った 練習や競泳の方法を ・選択した泳法につい 学習の進め方，各泳法・
り，励まし合ったりしよう 選んだり，見付けた て特徴的な動きを身 の動き方，合理的な練
とする。 りしている。 に付けて泳ぐことが 習の方法や練習計画の
・競泳のルールを守り，勝敗 ・課題の達成状況をと できる。 立て方について，具体
の結果を受け入れようとす らえ，練習や競泳の ・速く泳いだり，続け 例を挙げている。
る。 仕方を見直したり， て長く泳いだりする ・競争の方法，作戦の立て
・水泳の事故防止の心得を守 新しい課題を選んだ ために必要なターン 方について，具体例を
り，練習や競泳をする上で りしている。 や加速などができる 挙げている。。
のルールを守るなど，互い ・水泳の事故防止の心得や
の健康・安全に留意しよう 練習場のルール，事故
とする。 がおきたときの対処に

ついて，言ったり，書
き出したりしている。

（５ 「Ｅ 球技」）
【学習指導要領の内容】
(1) チームの課題や自己の能力に応じて次の運動の技能を高め，作戦を生かした攻防を展開してゲーム
ができるようにする。
ア バスケットボール イ ハンドボール ウ サッカー
エ ラグビー オ バレーボール カ テニス
キ 卓球 ク バドミントン ケ ソフトボール

(2) チームにおける自己の役割を自覚して，その責任を果たし，互いに協力して練習やゲームができる
ようにするとともに，勝敗に対して公正な態度がとれるようにする。また，練習場などの安全を確か
め，健康・安全に留意して練習やゲームができるようにする。
(3) チームの課題や自己の能力に応じた課題の解決を目指して，計画的な練習の仕方やゲームの仕方を
工夫することができるようにする。また，競技会の企画や運営ができるようにする。

【 Ｅ 球技」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

球技の特性に関心をもち， チームや自分の能力に チームの課題や自分の 選択した球技種目の特性
楽しさや喜びを味わえるよ 応じた課題を設定し， 能力に応じて，選択し に応じた技術の構造や技
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うチームにおける自分の役 その解決を目指して， た球技種目の特性に応 能を高めるための効果的
割を自覚して，その責任を 練習の仕方やゲームの じた技能を身に付け， な練習の仕方，ルール，
果たし，互いに協力して進 仕方を工夫している。 作戦を生かした攻防を 審判法及び競技会の企画
んで練習やゲームに取り組 展開してゲームができ や運営の仕方を理解し，
もうとするとともに，勝敗 る。 知識を身に付けている。
に対して公正な態度をとろ
うとする。また，練習場な
どの安全を確かめ，健康・
安全に留意して練習やゲー
ムをしようとする。

【 Ｅ 球技」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

・技能の段階に応じて，作 ・チームや自分の能力 ・選択した球技種目の特・チームの課題や自分
戦を立てて勝敗を競い合 に応じた適切な課題 性に応じた集団的技術の能力に応じて，選
う球技の楽しさや喜びを を設定している。 や個人的技術の構造に択した種目の特性に
味わおうとする。 ・チームや自分の課題 ついて，言ったり，書応じた技能を身に付
・練習やゲームで，チーム を解決するための適 き出したりしている。け，ゲームをするこ
における自分の役割を果 切な練習 方法など ・技能を高めるための合の とができる。
たし，協力して教え合っ を選んだり，見付け 理的な練習の仕方，練・身に付けた個人的技
たり，励まし合ったりし たりしている。 習計画の立て方につい能や集団的技能を高
ようとする。 ・技能の段階に応じて て，具体例を挙げていめたり，新たに身に
・練習やゲームで，審判の 相手との攻防に合っ る。付けた技能で攻防を
判定や指示に従い，ルー た作戦を立てている ・選択した球技種目のル。 展開したりしてゲー

， ，ルを守り，勝敗や結果を ・チームや自分の課題 ール 審判法についてムをすることができ
受け入れようとする。 の達成状況をとらえ 言ったり，書き出した， る。
・練習やゲームの場所の安 練習やゲームの仕方 りしている。・技能の段階に応じて，
全を確かめ，安全な練習 を見直したり，新し ・競技会の企画や運営の相手との攻防に合っ
方法で行おうとし，危険 い課題を選んだりし 仕方について，具体例た作戦で練習やゲー
なプレーをしないなど， ている。 を挙げている。ムをすることができ

る。健康・安全に留意しよう
とする。

（６ 「Ｆ 武道」）
【学習指導要領の内容】
(1) 自己の能力に応じて次の運動の技能を高め，相手の動きに対応した攻防を展開して練習や試合がで
きるようにする。
ア 柔道
イ 剣道

(2) 伝統的な行動の仕方に留意して，互いに相手を尊重し，練習や試合ができるようにするとともに，
勝敗に対して公正な態度がとれるようにする。また，禁じ技を用いないなど安全に留意して練習や試
合ができるようにする。
(3) 自己の能力に応じた技を習得するための計画的な練習の仕方や試合の仕方を工夫することができる
ようにする。

【 Ｆ 武道」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

武道の特性に関心をもち， 自分の能力に応じた技 選択した武道種目の特 選択した武道種目の特性
楽しさや喜びを味わえるよ を習得するための課題 性に応じた技能を身に や学び方，技術の系統性
う伝統的な行動の仕方に留 を設定し，その解決を 付けるとともに，その ・構造，合理的な練習の

，意して，互いに相手を尊重 目指して，練習の仕方 技能を高め，相手の動 仕方を理解するとともに
し，進んで練習や試合に取 や試合の仕方を工夫し きに対応した攻防を展 試合や審判の方法を理解
り組もうとするとともに， ている。 開して練習や試合がで し，知識を身に付けてい
勝敗に対して公正な態度を きる。 る。
とろうとする。また，禁じ
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技を用いないなど，安全に
留意して練習や試合をしよ
うとする。

【 Ｆ 武道」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

，・自分の能力に応じた技を ・自分に合った技を選 ・練習するときに，身 ・武道の伝統的な考え方
習得する喜びや，相手の び，得意技として身 に付けた基本動作と 武道の特性，技の系統
動きや技に対応した攻防 に付けるための課題 対人的技能で攻撃を 性，基本動作や対人的
を展開して競い合う武道 を設定し，課題解決 したり，相手の技を 技能の構造について，
の楽しさを味わおうとす に適した練習方法や かわしたりすること 言ったり，書き出した
る。 学習の場を選択して ができる。 りしている。
・練習や試合で，仲間と協 いる。 ・自分の能力に応じて ・自分や相手の課題に合，

。 ，力して教え合おうとする ・試合で，自分や相手 身に付けた得意技で った練習や試合の仕方
・練習や試合で，審判の判 の能力，学習段階を 練習や試合をするこ 練習計画の立て方，試
定や指示に従うとともに 把握して，使える技 とができる。 合の運営の仕方につい，

。勝敗や結果を受け入れた や判定の仕方などを ・試合で，相手の動き て具体例を挙げている
り，礼儀作法を重視した 選んでいる。 や技に応じ，技をか ・選択した種目の礼儀作
りしようとする。 ・相手の動きや体勢等 ける，防ぐ，返すな 法，ルール，審判法に
・用具や服装，練習場など に応じて，有効な技 どをすることができ ついて，言ったり，書
の安全を確かめたり，禁 や技をかける機会な る。 き出したりしている。
じ技を用いないなど，自 どを見付けている。
他の安全に留意しようと ・課題の達成状況をと
する。 らえ，練習や試合の

仕方を見直したり，
新しい課題を選んだ
りしている。

（７ 「Ｇ ダンス」）
【学習指導要領の内容】
(1) 自己の能力に応じた課題をもって次の運動を行い，感じを込めて踊ったり，みんなで楽しく踊った
りして，交流し，発表することができるようにする。
ア 創作ダンス
イ フォークダンス
ウ 現代的なリズムのダンス

(2) 互いのよさを認め合い，協力して練習したり，交流したり，発表したりすることができるようにす
る。
(3) グループの課題や自己の能力に応じた課題の解決を目指して，計画的な練習の仕方や発表の仕方を
工夫することができるようにする。また，発表交流会の企画や運営ができるようにする。

【 Ｇ ダンス」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

ダンスの特性に関心をもち グループの課題や自分 自分の感じたままを素 ダンスの特性や学び方，，
楽しさや喜びを味わえるよ の能力に応じた課題を 直に表現したり，感じ 文化的背景や動きの特徴
う互いのよさを認め合い， 設定し，その解決を目 を込めて踊ったり，仲 を理解するとともに，創
協力して進んで練習や発表 指して，練習の仕方や 間とかかわりをもって 作の手順や発表，鑑賞の
に取り組もうとする。 発表の仕方を工夫して 踊ったりすることがで 仕方を理解し，知識を身

いる。 きる。 に付けている。

【 Ｇ ダンス」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

・心身を解き放して，全身 ・テーマ設定するとき ・イメージにふさわし ・ダンスは，心身を解き
で思いっきり動く，感じ に，グループや自分 い動きや体で感じた 放してリズムやイメー
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を込めて動く，リズムに の能力に応じた課題 リズムなどを素直に ジの世界に没入して踊
，乗って動く，仲間とかか を把握し，その解決 表現し，全身で踊る ることが楽しい運動で

わりをもって動くなどの を目指して，イメー ことができる。 仲間とかかわりをもっ
ダンスの楽しさや喜びを ジを出し合ったり， ・繰り返して強調した て踊ったり，発表し合
味わおうとする。 表現したい内容を選 り，動きにめりはり ったりする楽しさや喜
・仲間とかかわりをもって んだりしている。 を付けたりして，感 びを味わうことができ
踊り 互いの動きのよさ ・踊ったり，創作した じを込めて踊ること る運動であるという特， ，

， ，感じ方や表現のよさなど りするときに，テー ができる。 性について 言ったり
。を認め合って，誰とでも マなどにふさわしい ・リズムの取り方，動 書き出したりしている

楽しもうとする。 動きを見付けだした き方など，相手や仲 ・フォークダンスの文化
・練習や発表交流会で，気 り，さまざまに変化 間と調子を合わせて 的背景や動きの特徴に，
持ちを合わせて，グルー させて構成したりし かかわりをもって踊 ついて，言ったり，書
プで協力しようとする。 ている。 ることができる。 き出したりしている。

・見せ合いや発表の場 ・いろいろなダンスの学
で，互いのよいとこ 習の進め方，発表の仕
ろや成果をとらえ， 方，相手のよさを見分
踊り方や表現の仕方 けたり感じ取ったりす

，を見直したり，新し る発表交流会の行い方
い動きを選んだりし 共感，感動するなどの
ている。 鑑賞の仕方について，

具体例を挙げている。

（８ 「Ｈ 体育理論」）
【学習指導要領の内容】
(1) 社会の変化とスポーツ
変化する現代社会におけるスポーツの意義や必要性を理解できるようにするとともに，運動にはそれ

， 。ぞれ歴史・文化的に形成された意義 独自の技術・戦略及び規則があることを理解できるようにする
また，個及び集団の状況に応じたスポーツとのかかわ方や豊かなスポーツライフの設計と実践につい
て理解できるようにする。
(2) 運動技能の構造と運動の学び方
運動技能を構造的に理解できるようにするとともに，その上達過程と上達の程度を把握する方法を理
解できるようにする。また，自己の能力に応じて運動技能を高めるなど運動に親しむための学び方に
ついて理解できるようにする。
(3) 体ほぐしの意義と体力の高め方
自己の体に気付き，体の調子を整えたり，仲間と交流したりする体ほぐしの意義と行い方について理
解できるようにする。また，自己の体力や生活に応じて体力を高めるための課題を把握し，トレーニ
ングの方法などその高め方について実践的に理解できるようにする。

【 体育理論」の評価規準】「H

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

社会の変化とスポーツ， 社会の変化とスポーツ 社会の変化とスポーツ， 運動技，
運動技能の構造と運動の 運動技能の構造と運動 能の構造と運動の学び方，体ほぐ
学び方，体ほぐしの意義 の学び方，体ほぐしの しの意義と体力の高め方について
と体力の高め方について 意義と体力の高め方に 理解するとともに，スポーツの必
関心をもち，生涯にわた ついて，スポーツの意 要性や体つくり運動の実践の効
って運動に親しみ運動の 義や学び方を考え，自 果，運動の学び方を理解し，知識
実践に生かそうと進んで 己の体力向上に効果的 を身に付けている。
学習に取り組もうとする な運動の構成を作成で。

き，生涯にわたって実
践しようと考え，工夫
している。
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【 体育理論」の評価規準の具体例】「H

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

・社会の変化に伴うスポ ・社会の変化に伴うス ・スポーツの意義や必要性，生涯
ーツの必要性や意義， ポーツの必要性や意 にわたってスポーツとどのよう
運動の歴史的経緯や文 義，歴史的に見たス にかかわっていけばよいかにつ
化的特徴に関心をもち ポーツの文化的特徴 いて，具体例を挙げている。， ，
生涯にわたってスポー 生涯スポーツへのか ・選択した運動種目の技術や戦
ツにかかわっていこう かわり方について， 術，規則などが歴史的・文化的
と進んで学習に取り組 自分の考えを整理し に変化していることについて，
もうとする。 ている。 言ったり，書き出したりしてい
・運動技能の構造と運動 ・運動を実践するため る。
の学び方について関心 の運動技能の構造を ・運動技能の構造と学び方，運動
をもち，技能の上達を 整理したり，自分に 実践のための目標設定や課題の
目指したり，運動の楽 適した運動及び学び 把握，練習計画の立案，成果の
しさや喜びを味わおう 方の方法を見付けた 確認方法等について，具体例を
と進んで学習に取り組 りしている。 挙げている。
もうとする。 ・体ほぐしの意義をふ ・体ほぐしの運動の意義につい
・体ほぐしの意義と体力 まえて運動を選んだ て，言ったり，書き出したりし
の高め方に関心をもち り，体力の向上を図 ている。，
運動を行って自分や仲 るための運動の理論 ・体ほぐしの運動の行い方につい
間の心身の状況に気付 や方法を見付けたり て，具体例を挙げている。
いたり，自分の体力向 している。 ・体力の向上を図る運動の構成や
上を図ろうと進んで学 運動プログラムを作成・修正す
習に取り組もうとする る方法について，具体例を挙げ。

ている。
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保健Ⅱ

１ 目標
個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし，生涯を通じて自らの健康を適
切に管理し，改善していく資質や能力を育てる。

２ 保健の評価の観点及びその趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

個人生活や社会生活における健 個人生活や社会生活における健 個人生活及び社会生活における健
康・安全に関心をもち，意欲的 康・安全について，課題の解決 康・安全について，課題の解決に
に学習に取り組もうとする。 を目指して考え 判断している 役立つ基礎的な事項を理解し，知， 。

識を身に付けている。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準
科目「保健」においては，学習指導要領の「保健」の内容の（１ 「現代社会と健康 （２ 「生涯を） 」， ）
通じる健康 （３ 「社会生活と健康」をまとまりとして，評価規準を作成した。」， ）
また，これらをもとに，各内容のまとまりのア，イ，ウ ・・・の項目を単元として，より具体的な，
評価規準（単元の評価規準）を設定することとした。

（１ 「現代社会と健康」）
【学習指導要領の内容】
我が国の疾病構造や社会の変化に対応して，健康を保持増進するためには，ヘルスプロモーションの
考え方を生かし，人々が適切な生活行動を選択し実践すること及び環境を改善していく努力が重要であ
ることを理解できるようにする。

ア 健康の考え方
健康の考え方やその保持増進の方法は，国民の健康水準の向上や疾病構造の変化に伴って変わってき
ており，健康に関する個人の適切な意志決定や行動選択が重要となっていること。また，我が国や世界
では，様々な保健活動や対策などが行われていること。

イ 健康の保持増進と疾病の予防
健康を保持増進するとともに，生活習慣病を予防するためには，食事，運動，休養及び睡眠の調和の
とれた生活の実践及び喫煙，飲酒に関する適切な意志決定や行動選択が必要であること。薬物乱用は心
身の健康などに深刻な影響を与えることから行ってはならないこと。また，医薬品は正しく使用する必
要があること。感染症の予防には，適切な対策が必要であること。

ウ 精神の健康
人間の欲求と適応機制には様々な種類があること及び精神と身体には密接な関連があること。また，
精神の健康を保持増進するためには，欲求やストレスに適切に対処するとともに，自己実現を図るよう
努力していくことが重要であること。

エ 交通安全
交通事故を防止するためには，車両の特性の理解，安全な運転や歩行など適切な行動，自他の生命を
尊重する態度及び交通環境の整備などが重要であること。また，交通事故には責任や補償問題が生じる
こと。

オ 応急手当
傷害や疾病に際しては，心肺蘇生法などの応急手当を行うことが重要であること。また，応急手当に
は正しい手順や方法があること。

【 １ 「現代社会と健康」の評価規準】（ ）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

健康の保持増進に必要な事柄に 健康の保持増進に必要な事柄に 健康の保持増進に必要な事柄につ
ついて，仲間と協力し，資料を ついて，自分のこれまでの学習 いて，健康を保持増進するために
集めたり，意見を交換したり， や経験をもとにしたり，資料や は，適切な生活行動を選択するこ
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課題について調べたりして，意 仲間の意見などを参考にしたり と及び環境を改善していく努力が
欲的に学習しようとしている。 して，課題の設定や解決の方法 必要であることを理解し，課題解

を考え，選択すべき行動を判断 決に役立つ知識を身に付けてい
している。 る。

【 １ 「現代社会と健康」の評価規準の具体例】（ ）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

○健康の考え方 ○健康の考え方 ○健康の考え方
・健康の考え方や保持増進の方 ・健康の考え方や保持増進の方 ・健康の考え方や保持増進の方法
法の変化，適切な意志決定や 法の変化，適切な意志決定や の変化，適切な意志決定や行動
行動選択の重要性及び我が国 行動選択の重要性及び我が国 選択の重要性及び我が国や世界
や世界の保健活動や対策の実 や世界の保健活動や対策の実 の保健活動や対策の実践などに

具体例を挙げている。践などについて，仲間と協力 践などについて，資料などを ついて,
し，資料を 調べた もとに，整理し，分析して課 ・健康の考え方や保持増進の方法集めたり，
ことを記録したりしようとし 題を見付け の変化，適切な意志決定や行動ている。
ている。 ・健康の考え方や保持増進の方 選択の重要性及び我が国や世界
・健康の考え方や保持増進の方 法の変化，適切な意志決定や の保健活動や対策の実践などに
法の変化，適切な意志決定や 行動選択の重要性及び我が国 ついて,学習した内容を，言っ
行動選択の重要性及び我が国 や世界の保健活動や対策の実 たり，書き出したりしている。
や世界の保健活動や対策の実 践などについて，自分の経験

，践などについて，仲間と意見 や仲間との意見交換をもとに
を交換したり，発表したりし 課題の解決方法を考えたり，
ようとしている。 日常の生活に当てはめたりし

て，選択すべき行動を判断し
ている。

○健康の保持増進と疾病の予防 ○健康の保持増進と疾病の予防 ○健康の保持増進と疾病の予防
， ，・調和のとれた生活の実践，喫 ・調和のとれた生活の実践，喫 ・調和のとれた生活の実践 喫煙

煙，飲酒，薬物乱用に関する 煙，飲酒，薬物乱用に関する 飲酒，薬物乱用に関する適切な
適切な意志決定や行動選択と 適切な意志決定や行動選択と 意志決定や行動選択と心身への
心身への影響，感染症の予防 心身への影響，感染症の予防 影響，感染症の予防などについ

具体例を挙げている。などについて 仲間と協力し などについて，資料などをも て，， ，
， ，資料を集めたり，調べたこと とに，整理し，分析して課題 ・調和のとれた生活の実践 喫煙

を記録したりしようとしてい を見付けている。 飲酒，薬物乱用に関する適切な
る。 ・調和のとれた生活の実践，喫 意志決定や行動選択と心身への
・調和のとれた生活の実践，喫 煙，飲酒，薬物乱用に関する 影響，感染症の予防などについ

， ， ，煙，飲酒，薬物乱用に関する 適切な意志決定や行動選択と て 学習した内容を 言ったり
適切な意志決定や行動選択と 心身への影響，感染症の予防 書き出したりしている。
心身への影響，感染症の予防 などについて，自分の経験や
などについて，仲間と意見交 仲間との意見交換をもとに，
換したり，発表したりしよう 課題の解決方法を考えたり，
としている。 日常の生活に当てはめたりし

て，選択すべき行動を判断し
ている。

○精神の健康 ○精神の健康 ○精神の健康
・人間の欲求と適応機制には様 ・人間の欲求と適応機制には様 ・人間の欲求と適応機制には様々
々な種類があること，精神と 々な種類があること，精神と な種類があること，精神と身体
身体には密接な関連があるこ 身体には密接な関連があるこ には密接な関連があること，精
と，精神の健康を保持増進す と，精神の健康を保持増進す 神の健康を保持増進するにはス
るにはストレスへの適切な対 るにはストレスへの適切な対 トレスへの適切な対処や自己実
処や自己実現への努力が必要 処や自己実現への努力が必要 現への努力が必要であることに

具体例を挙げている。であることについて，仲間と であることについて，資料な ついて，
協力し，資料を集めたり，調 どをもとに,整理し，分析して ・人間の欲求と適応機制には様々
べたことを記録したりしよう 課題を見付けている。 な種類があること，精神と身体
としている。 ・人間の欲求と適応機制には様 には密接な関連があること，精
・人間の欲求と適応機制には様 々な種類があること，精神と 神の健康を保持増進するにはス
々な種類があること，精神と 身体には密接な関連があるこ トレスへの適切な対処や自己実
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身体には密接な関連があるこ と，精神の健康を保持増進す 現への努力が必要であることに
と，精神の健康を保持増進す るにはストレスへの適切な対 ついて，学習した内容を，言っ
るにはストレスへの適切な対 処や自己実現への努力が必要 たり，書き出したりしている。
処や自己実現への努力が必要 であることについて，自分の
であることについて，仲間と 経験や仲間との意見交換をも
意見交換をしたり，発表した とに，課題の解決方法を考え
りしようとしている。 たり，日常生活に当てはめた

りして，選択すべき行動を判
断している。

○交通安全 ○交通安全 ○交通安全
・交通事故の防止には，車両の ・交通事故の防止には，車両の ・交通事故の防止には，車両の特
特性の理解，安全運転や歩行 特性の理解，安全運転や歩行 性の理解，安全運転や歩行など
などの適切な行動，自他の生 などの適切な行動，自他の生 の適切な行動，自他の生命尊重
命尊重の態度，交通環境の整 命尊重の態度，交通環境の整 の態度，交通環境の整備が必要
備が必要であること，交通事 備が必要であること，交通事 であること，交通事故には責任
故には責任や補償問題が生じ 故には責任や補償問題が生じ や補償問題が生じることについ

具体例を挙げている。ることについて，仲間と協力 ることについて，資料などを て，
し，資料を集めたり，調べた もとに,整理し，分析して課題 ・交通事故の防止には，車両の特
ことを記録したりしようとし を見付けている。 性の理解，安全運転や歩行など
ている。 ・交通事故の防止には，車両の の適切な行動，自他の生命尊重
・交通事故の防止には，車両の 特性の理解，安全運転や歩行 の態度，交通環境の整備が必要
特性の理解，安全運転や歩行 などの適切な行動，自他の生 であること，交通事故には責任
などの適切な行動，自他の生 命尊重の態度，交通環境の整 や補償問題が生じることについ

， ， ，命尊重の態度，交通環境の整 備が必要であること，交通事 て 学習した内容を 言ったり
備が必要であること，交通事 故には責任や補償問題が生じ 書き出したりしている。
故には責任や補償問題が生じ ることについて，自分の経験
ることについて，仲間と意見 や仲間との意見交換などをも
交換したり，発表したりしよ とに,課題の解決方法を考えた
うとしている。 り，日常生活に当てはめたり

して，選択すべき行動を判断
している。

○応急手当 ○応急手当 ○応急手当
・心肺蘇生法等の応急手当の意 ・心肺蘇生法等の応急手当の意 ・心肺蘇生法等の応急手当の意義

，義や正しい手順・方法につい 義や正しい手順・方法につい や正しい手順・方法について
具体例を挙げている。て，仲間と協力し，資料を集 て，資料などをもとに，整理

めたり，調べたことを記録し し，分析して課題を見付けて ・心肺蘇生法等の応急手当の意義
，たりしようとしている。 いる。 や正しい手順・方法について

・心肺蘇生法等の応急手当の意 ・心肺蘇生法等の応急手当の意 学習した内容を，言ったり，書
義や正しい手順・方法につい 義や手順・方法について，日 き出したりしている。

，て，仲間と協力して，実習に 常生活に当てはめて考えたり
，取り組もうとしている。 実習を通して確かめたりして

正しく整理している。

（２ 「生涯を通じる健康」）
【学習指導要領の内容】
生涯の各段階において健康についての課題があり，自らこれに適切に対応する必要があること及び我
が国の保健・医療制度や機関を適切に活用することの重要性が理解できるようにする。

ア 生涯の各段階における健康
生涯にわたって健康を保持増進するためには，生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理を行
う必要があること。

イ 保健・医療制度及び地域の保健・医療機関
生涯を通じて健康を保持増進するためには，我が国の保健・医療制度や機関について知り，地域の保
健所，保健センター，医療機関などを適切に活用することが重要であること。
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【 ２ 「生涯を通じる健康」の評価規準】（ ）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

生涯の各段階における健 の課 生涯の各段階における健康の課 生涯の各段階における健康の課題康
題に応じた自己の健康管理の必 題や自己管理の重要性，保健・ や自己管理の重要性，保健・医療
要性及び保健医療機関の活用に 医療機関の活用について，自分 機関の活用について，各段階にお
ついて関心をもち，仲間と協力 の学習や経験をもとにしたり， ける健康課題や保健・医療機関の
し， 料を集めたり，意見を交 資料や仲間の意見や考えなどを 活用などについて理解し，課題解資
換したり，課題について調べた 参考にしたりして，課題の設定 決に役立つ知識を身に付けてい
りして，意欲的に学習しようと や解決の方法を考え，選択すべ る。
している。 き行動を判断している。

【 ２ 「生涯を通じる健康」の評価規準の具体例】（ ）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

○生涯の各段階における健康 ○生涯の各段階における健康 ○生涯の各段階における健康
・思春期，結婚生活における健 ・思春期，結婚生活における健 ・思春期，結婚生活における健康
康問題や適切な意志決定と行 康問題や適切な意志決定と行 問題や適切な意志決定と行動選

， ，動選択，加齢による心身の変 動選択，加齢による心身の変 択 加齢による心身の変化など
化など，生涯の各段階の健康 化など，生涯の各段階の健康 生涯の各段階の健康課題に応じ
課題に応じた自己の健康管理 課題に応じた自己の健康管理 た自己の健康管理の必要性につ
の必要性について，仲間と協 の必要性について，資料など いて，具体例を挙げている。
力し，資料を集めたり，調べ をもとに，課題を見付け ・思春期，結婚生活における健康てい
たことを記録したりしようと 問題や適切な意志決定と行動選る。

， ，している。 ・思春期，結婚生活における健 択 加齢による心身の変化など
・思春期，結婚生活における健 康問題や適切な意志決定と行 生涯の各段階の健康課題に応じ
康問題や適切な意志決定と行 動選択，加齢による心身の変 た自己の健康管理の必要性につ
動選択，加齢による心身の変 化など，生涯の各段階の健康 いて，学習した内容を，言った
化など生涯の各段階の健康課 課題に応じた自己の健康管理 り，書き出したりしている。
題に応じた自己の健康管理の の必要性について，自分の経
必要性について，仲間と意見 験や仲間との意見交換をもと
を交換したり，発表したりし に，課題の解決方法を考えた
ようとしている。 り，日常生活に当てはめたり

して，選択すべき行動を判断
している。

○保健・医療制度及び ○保健・医療制度及び ○保健・医療制度及び
地域の保健・医療機関 地域の保健・医療機関 地域の保健・医療機関
・我が国の保健・医療制度や機 ・我が国の保健・医療制度や機 ・我が国の保健・医療制度や機関

， ，関と地域の保健所，保健セン 関と地域の保健所，保健セン と地域の保健所 保健センター
ター，医療機関の活用につい ター，医療機関の活用につい 医療機関の活用の必要性につい
て，仲間と協力し，資料を集 て，資料などをもとに，整理 て，具体例を挙げている。
めたり，調べたことを記録し し，分析して課題を見付け ・我が国の保健・医療制度や機関て

， ，たりしようとしている。 と地域の保健所 保健センターいる。
・我が国の保健・医療制度や機 ・我が国の保健・医療制度や機 医療機関の活用の必要性につい

， ， ，関と地域の保健所，保健セン 関と地域の保健所，保健セン て 学習した内容を 言ったり
ター，医療機関の活用につい ター，医療機関の活用につい 書き出したりしている。
て 仲間と意見を交換したり て，自分の経験や仲間との意， ，
発表したりしようとしてい 見交換をもとに，課題の解決
る。 方法を考えたり，日常生活に

当てはめたりして，選択すべ
き行動を判断している。

（３ 「社会生活と健康」）
【学習指導要領の内容】
社会生活における健康の保持増進には，環境などが深くかかわっていることから，環境と健康，環境
と食品の保健，労働と健康について理解できるようにする。
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ア 環境と健康
人間の生活や産業活動は，自然環境を汚染し健康に影響を及ぼすこともあること。このため，様々な
対策がとられていること。

イ 環境と食品の保健
， 。学校や地域の環境を健康に適したものとするよう基準が設定され 環境衛生活動が行われていること

また，食品の安全性を確保するたための基準が設定され，食品衛生活動が行われていること。

ウ 労働と健康
職業病や労働災害の防止には，作業形態や作業環境の変化を踏まえた健康管理及び安全管理を行うこ
とが必要であること。

【 ３ 「社会生活と健康」の評価規準】（ ）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

環境と健康 環境と食品の保健 環境と健康 環境と食品の保健 環境と健康，環境と食品の保健，， ， ， ，
， ，労働と健康について関心をも 労働と健康について，自分の学 労働と健康について 学校や地域

ち，仲間と協力し，資料を集め 習や経験をもとにしたり，資料 労働の環境を健康に適したものに
たり，意見を交換したり，課題 や仲間の意見や考えなどを参考 すること，食品の安全性を確保す
について調べたりして，意欲的 にしたりして，課題の設定や解 る必要があることを理解し，課題
に学習しようとしている。 決の方法を考え，選択すべき行 解決に役立つ知識を身に付けてい

動を判断している。 る。

【 ３ 「社会生活と健康」の評価規準の具体例】（ ）

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

○環境と健康 ○環境と健康 ○環境と健康
・人間の生活や産業活動は，自 ・人間の生活や産業活動は，自 ・人間の生活や産業活動は，自然
然環境を汚染し健康に影響を 然環境を汚染し健康に影響を 環境を汚染し健康に影響を及ぼ
及ぼすこともあること，その 及ぼすこともあること，その すこともあること，そのための
ための対策がとられているこ ための対策がとられているこ 対策がとられていることについ
とについて，仲間と協力し， とについて，資料などをもと て，具体例を挙げている。
資料を集めたり，調べたこと に，整理し，分析して課題を ・人間の生活や産業活動は，自然
を記録したりしようとしてい 見付け 環境を汚染し健康に影響を及ぼている。
る。 ・人間の生活や産業活動は，自 すこともあること，そのための
・人間の生活や産業活動は，自 然環境を汚染し健康に影響を 対策がとられていることについ

， ， ，然環境を汚染し健康に影響を 及ぼすこともあること，その て 学習した内容を 言ったり
及ぼすこともあること，その ための対策がとられているこ 書き出したりしている。
ための対策がとられているこ とについて，自分の経験や仲
とについて，仲間と意見交換 間との意見交換をもとに，課
したり，発表したりしようと 題の解決方法を考えたり，日
している。 常生活に当てはめたりして，

選択すべき行動を判断してい
る。

○環境と食品の保健 ○環境と食品の保健 ○環境と食品の保健
・学校や地域の環境を健康に適 ・学校や地域の環境を健康に適 ・学校や地域の環境を健康に適し
したものにするため基準が設 したものにするため基準が設 たものにするため基準が設定さ
定され，環境衛生活動が行わ 定され，環境衛生活動が行わ れ，環境衛生活動が行われてい
れていること，食品の安全性 れていること，食品の安全性 ること，食品の安全性を確保す
を確保するための基準が設定 を確保するための基準が設定 るための基準が設定され，食品
され，食品衛生活動が行われ され，食品衛生活動が行われ 衛生活動が行われていることに
ていることについて，仲間と ていることについて 整理し ついて，具体例を挙げている。， ，
協力し，資料を集めたり，調 分析して課題を見付け ・学校や地域の環境を健康に適している。
べたことを記録したりしよう ・学校や地域の環境を健康に適 たものにするため基準が設定さ
としている。 したものにするため基準が設 れ，環境衛生活動が行われてい
・学校や地域の環境を健康に適 定され，環境衛生活動が行わ ること，食品の安全性を確保す
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したものにするため基準が設 れていること，食品の安全性 るための基準が設定され，食品
定され，環境衛生活動が行わ を確保するための基準が設定 衛生活動が行われていることに
れていること，食品の安全性 され，食品衛生活動が行われ ついて，学習した内容を，言っ
を確保するための基準が設定 ていることについて，自分の たり，書き出したりしている。
され，食品衛生活動が行われ 経験や仲間との意見交換，資
ていることについて，仲間と 料などをもとに，課題の解決
意見を交換したり，発表した 方法を考えたり，日常生活に
りしようとしている 当てはめたりして，選択すべ

き行動を判断している。

○労働と健康 ○労働と健康 ○労働と健康
・職業病や労働災害の防止に ・職業病や労働災害の防止には ・職業病や労働災害の防止には，，
は，作業形態や作業環境の変 作業形態や作業環境の変化を 作業形態や作業環境の変化を踏
化を踏まえた健康管理及び安 踏まえた健康管理及び安全管 まえた健康管理及び安全管理を
全管理を行うことが必要であ 理を行うことが必要であるこ 行うことが必要であることにつ
ることについて，仲間と協力 とについて，資料などをもと いて，具体例を挙げている。
し，資料を集めたり，調べた に，整理し，分析して課題を ・職業病や労働災害の防止には，
ことを記録したりしようとし 見付け 。 作業形態や作業環境の変化を踏ている
ている。 ・職業病や労働災害の防止には まえた健康管理及び安全管理を，
・職業病や労働災害の防止に 作業形態や作業環境の変化を 行うことが必要であることにつ
は，作業形態や作業環境の変 踏まえた健康管理及び安全管 いて，学習した内容を，言った
化を踏まえた健康管理及び安 理を行うことが必要であるこ り，書き出したりしている。
全管理を行うことが必要であ とについて，自分の経験や仲
ることについて，仲間と意見 間との意見交換をもとに，課
を交換したり，発表したりし 題の解決方法を考えたり，日
ようとしている 常生活に当てはめたりして，

選択すべき行動を判断してい
る。



保－16

第４ 単元の評価に関する事例

ここでは，指導と評価の工夫を行った事例として 「体育 「保健」の２科目について，各１事例を， 」，

紹介する。

体育Ⅰ

単元名 「球技（バレーボール （１８時間））」

第２学年 ○月～○月

１ 単元の目標

( )バレーボールの集団的技能に着目して，作戦を立てて競い合うバレーボールの楽しさや喜びを味わおう1
とする。また，チームにおける自分の役割を自覚して，その責任を果たそうとする。ゲームでは，ルール

を守り勝敗や結果を受け入れようとし，健康・安全に留意しようとする。

(2)チームや自分の能力に応じた課題を設定し，その解決のための適切な練習の方法を選んだり，見付

けたりできるようにする。バレーボールの集団的技能を生かして相手との攻防に合った作戦を立てた

り，そのための練習の方法や新たな課題を見付けたりできるようにする。

(3)チームや自分の能力に応じてゲームができるようにする。また，三段攻撃や守備のフォーメーショ

ンなどの集団的技能を高め，新たに身に付けた技能で攻防を展開できるようにする。

(4)バレーボールの集団的技術の構造やそれらを高めるための合理的な練習の仕方，ゲームに必要なル

ールについて，書き出したり，具体例を挙げたりすることができるようにする。

２ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

球技の特性に関心をも チームや自分の能力 チームの課題や自分の 選択した球技種目の特性内ご

ち，楽しさや喜びを味わ に応じた課題を設定 能力に応じて，選択し に応じた技術の構造や技容と

えるようチームにおける し，その解決を目指 た球技種目の特性に応 能を高めるための効果的のの

自分の役割を自覚して， して，練習の仕方や じた技能を身に付け， な練習の仕方，ルール，ま評

その責任を果たし，互い ゲームの仕方を工夫 作戦を生かした攻防を 審判法及び競技会の企画と価

に協力して進んで練習や している。 展開してゲームができ や運営の仕方を理解し，ま規

ゲームに取り組もうとす る。 知識を身に付けている。り準

るとともに，勝敗に対し

て公正な態度をとろうと

する。また，練習場など

の安全を確かめ，健康・

安全に留意して練習やゲ

ームをしようとする。

単 バレーボールの チームや バレーボールの特性に応集団的技 チームや自分の能力 自分の能力に

元 ，バレーボール じた集団的技術の構造，能に着目して，作戦を立 に応じた課題を設定 応じて

の の 技能を高めるための合理てて勝敗を競い合うバレ し，その課題を解決 特性に応じた技能を

評 的な練習の仕方，バレーーボールの楽しさや喜び するための適切な練 身に付け，ゲームをす

価 ボールに必要なルール及を味わえるようチームに 習の方法を選んだり ることができる また， 。 ，

規 び競技会の企画や運営のおける自分の役割を果た 見付けたりするとと 三段攻撃や守備のフォ

準 集団的技能に 仕方について，書き出しし，協力して教え合った もに， ーメーションなどの集

ついて， たり，具体例を挙げたりり励まし合ったりしよう 相手との攻 団的技能を高め，新た

とするとともに，審判の 防に合った作戦を立 に身に付けた技能で攻 。している

判定や指示に従い，勝敗 てたり，練習やゲー 防を展開することがで

や結果を受け入れようと ムの方法や新しい課 きる。
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。する。また，練習やゲー 題を見付けたりする

ムの場所の安全を確か

め，危険なプレーをしな

いなど，健康・安全に留

意しようとする。

学具 ①練習やゲームの場所の ①バレーボールはネット①練習やゲームから ①パスとレシーブで，，

習体 安全を確かめ，危険な を挟み攻防を楽しむ特チームや自分の課 ボールをコントロー

活の プレーをしないなど， 性があることについ題を見付けている ルすることができ。

動評 健康・安全に注意しよ ②練習やゲームから て，言ったり，書き出， る。

に価 うとする。 課題を解決するた したりしている。②サーブでコースをね

らい，相手コートに ②バレーボールの技能をお規 ②バレーボールの集団的 めの方法を選んで

入れることができ 高める合理的な練習法け準 技能に着目して，作戦 いる。

る。 について，具体例を挙る を立てて勝敗を競い合 ③チームや自分の課

げている。うバレーボールの楽し 題をとらえ，練習 ③スパイクやブロック

③バレーボールに必要なさを味わおうとする。 の見直しやゲーム の動作ができる。

③練習やゲームで，自分 集団的な技術についで新たな作戦を見 ④練習やゲームで，直

の役割を果たし，協力 て，言ったり，書き出付けている。 上トス，オープント

して教え合ったり，励 したりしている。④技能の段階に応じ スを使った攻撃フォ

まし合ったりしようと ④ラリーポイント制，タて，組織的な攻守 ーメーションの動き

する。 ッチネット，ローテーに必要な練習法や ができる。

④審判の判定や指示に従 ションなどの基本的な作戦を提示された ⑤練習やゲームで，相

い，勝敗の結果を受け ルールについて，言っものの中から選ん 手のサーブやスパイ

入れようとする。 たり，書き出したりしでいる。 クに合わせた守備フ

ている。ォーメーションの動
⑤ゲームの運営の仕方にきができる。
ついて，具体例を挙げ
ている。
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４ 観点別評価の進め方

， ，「 」 ，(1) この事例においては 学習活動における具体の評価規準を 関心・意欲・態度 については４個

思考・判断は４個 「運動の技能」は５個 「知識・理解」は５個，それぞれ設定している。なお，評， ，

価をするに当たって，基本的に毎時間の適切な場面で行うものの，毎時間に四つの観点について行う

ことは無理があるので，この事例においては数時間ごとに区分を行い，その区分の中で学習の実現状

況を評価することとした。

(2) 評価は 十分満足できると判断される 状況 Ａ 以下 十分満足できる 状況 と略す お，「 」 （ ）（ ，「 」 ， 。），「

おむね満足できると判断される」状況（Ｂ （以下 「おおむね満足できる」状況，と略す 「努力） ， 。），

」 （ ）（ ，「 」 ， 。） 。 ，を要すると判断される 状況 Ｃ 以下 努力を要する 状況 と略す を原則とした そして

評価の手順としては，単元の展開中の具体の評価規準に照らし，まず始めに「おおむね満足できる」

， 「 」 ，「 」 ，状況を評価し 次に 十分満足できる 状況 努力を要する 状況のいずれに当たるのかを評価し

記録した。なお 「十分満足できる」状況の中でも特に優れている場合には「Ａ 「努力を要する」， 」，○

状況の中でも「一層努力を要すると判断される」状況の場合には「Ｃ 」と評価し，記録した。▽

(3) 「十分満足できる」状況と評価する際の手かがりについては 「３ 指導と評価の計画」の表中に，

「 ◎』のゴチック」で例示している。『

(4) 単元の途中に 「努力を要する」状況にある生徒への指導の手立てについては，次のことに留意す，

る。

「 」 ， ，ア 努力を要する 状況にある生徒に対しては どの観点を指導するのかを明確に意識することや

「努力を要する」状況と評価する観点における学びの姿を明確にすることなどが求められる。

手立てを講じる際には，一つの観点のみに注目するのではなく，他の観点との関連を図って行う

ことが大切である。また，指導の結果を教師自身が自己評価（又は生徒の自己評価を参考に）して

次の指導に生かすことが大切である。

イ 「関心・意欲・態度」では，例えば 「チームの話し合いや仲間との教え合いに加わろうとせず，

に，一緒に活動することができない」ことが考えられる。このような場合には，本人とチームの他

のメンバーに対する働きかけが必要になる。

本人に働きかけるには，一緒の活動に加わるつもりがないのか，仲間と一緒に活動することに苦

手意識をもっているのか，一緒に活動したいと思っていても受け入れてもらえないのかといったこ

とを踏まえる。他のメンバーに働きかけるには，チームのリーダーとともに他のメンバーが，話し

合いに参加しないことに対してどのように受け止めているのか，どのようにしたら受け入れて話し

合いや教え合いすることができるようになるのかといったことを踏まえる。そして，チームという

集団に所属し受け入れてもらうことにより，一緒に活動することの楽しさをお互いが得られるよう

に，本人とグループに働きかける必要がある。また，集団全体への働きかけとともにチームの緊張

感が和むよう配慮したり，グループになじめるよう教師からの「声かけ」を行うなど一人一人の生

徒の実態に応じた指導が大切となる。

指導の手立ては，どのようにしたら一緒に活動をする意欲がもてるのか，自分でできることは何

か，一緒に活動するために必要なことは何かといったことに働きかける。例えば，集団に所属し一

緒の活動をすることは自分と周囲の社会性にかかわる部分を高めること，自分の気持ちを適切に表

現し伝えることが大切なこと，気持ちを伝えることは一方的なものではなく双方向があることなど

に働きかける。また，本人と周囲のコミュニケーションの力を高めるための支援をしておくことも

大切なことである。ゲームの初期の段階では，リラックスした中で自己の能力を発揮できるように

条件を整えることや，学習グループ全体が「バレーボールの特性」を学習するために必要な話し合

いや教え合いをする際に，お互いを尊重し認め合うことに働きかけることなどが考えられる。

ウ 「思考・判断」では，例えば 「練習の見直しの視点がつかめない 「選ぶ練習や作戦を誤って， 」，

いる」状態にいることが考えられる 「練習の見直しの視点」をつかめるようにするには，練習や。

ゲームの結果の観察を具体的にとらえ，設定した目標に対してどうであったのか，チームや自分の

力はどうであったのかといった視点を明確にすることなどが考えられる 「選ぶ練習や作戦を誤っ。

ている」状態の場合には，チームや自分の力と選択した練習や作戦が適切なものであるのか，チー
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ムや自分の目標と選択した練習や作戦が適切なものであるのかを確認することなどが考えられる。

指導の手立ては，思考・判断で学ぶ学習の課題が，その生徒にとって，見えたり，選択したりす

ることができるようにすることなどが考えられる。例えば，学習ノートや課題発見カードなどを用

いて「ラリーが続かなかったのはなぜだと思いますか？ 「何を目標にしたのですか？その結果」，

は？」といった問いかけをする 「今，チームとしてはどんな練習が適していると思いますか？ ，。 」

「選んだ練習が高すぎると思われます。チームの状況に合った練習を選びましょう 」などの働き。

かけをすることなどが考えられる。

エ 「運動の技能」では，例えば，直上トス，オープントスを使った攻撃フォーメーションの動きを

する際に 「動き始めが遅い」のか 「本人は動いているつもりでも動けていない」のかといったこ， ，

とが考えられる。このような場面の技能を身に付けていくに当たっては，その生徒にとって「やっ

てみよう 「できそうだ」と思う運動を選択し例示することが大切になる。練習を積み重ねるにし」，

ても，動きの始めのタイミングを修正することが必要なのか，それとも動いていくコースや体の向

きなどを修正することが必要なのかといったことを踏まえたアドバイスは重要であり，その後の技

能の獲得にも大きな意味をもつ。

指導の手立ては，その生徒がうまくできるタイミングや動き方を示す，あるいは，本人やチーム

からの提案を受け入れてできそうな練習から始めることなどが考えられる。

例えば 「動き始めが遅い」状況に対しては，動き始めのタイミングをつかむために，実際に指，

導者がそばでタイミングのときに声をかける，実際にやってみた結果のフィードバックをその場で

返すことなどにより修正することなどが大切になる。それには，空中にあるボールの位置，トスの

方向，スパイクを打つ人は誰でどこにいるのか，といったことに働きかけて動き始めのタイミング

。 ，「 （ ）」をつかませることなどが大切である また 動いているつもりでも動けていない 動いていない

状況に対しては，練習やゲームのときに動きを止めて確認し修正することなども大切になる。それ

には 「構えているときの基本姿勢を守る 「体をボールのある方向に向ける 「サイドラインを， 」， 」，

踏んでから中に踏み込む」といった具体的な働きかけにより，動きの方向や幅の広がりを身に付け

ることで三段攻撃をできるようにすることなどが考えられる。

オ 「知識・理解」では，学習したバレーボールの基本的なルールが分からない場合が考えられる。

このような場合は，身に付いている知識とそうでないものとを明らかにすることが考えられる。

指導の手立ては，身に付いていないルールを言えるようにする。ルールを言えたら，それを使っ

て会話ができるようにすることなどが考えられる。そして，学習ノート等に記入することができる

ようにしていくことが大切である。また，単に語句や説明の再現を求めるだけでなく，その生徒に

とって可能な範囲で記録をまとめさせたりする，基本的なルールと実際の動きを書き出させること

などが考えられる。

５ 観点別評価の総括

(1) 観点別評価の総括に当たり，具体の評価規準に照らした評価結果を，それぞれ「Ａ →５ 「Ａ→○ 」，

４ 「Ｂ→３ 「Ｃ→２ 「Ｃ →１」と置き換えた。そして，単元の終了時に各観点ごとの合計を」， 」， 」， ▽

求め，平均したもので判断することとした。その際 「Ａ」と「Ｂ」が同数ならば数値に置き換えた，

平均が「３．５」となるので，平均がこれ以上の結果となった場合の観点別評価の総括を「Ａ ，同」

「 」 「 」 「 ． 」 ，「 ． ．様に Ｂ と Ｃ が同数ならば数値に置き換えた平均が ２ ５ となるので ２ ５以上～３

５未満」の場合の観点別評価を「Ｂ 「２．５未満」となった場合の観点別評価を「Ｃ」とする考え」，

方に立った。

(2) 各観点の平均値を観点別評価の総括とする際には次のようにする。

評価情報の記録 数値への置き換え 平 均 観点別評価の総括

Ａ ５○

３．５以上 Ａ

Ａ ４



保－21

Ｂ ３ ２．５以上～３．５未満 Ｂ

Ｃ ２

２．５未満 Ｃ

Ｃ １▽

(3) Ｚ君の場合 （ここでは，｢関心・意欲・態度｣と「運動の技能」を例示する ）。

｢関心・意欲・態度｣

①練習やゲームの場所の安全を確かめ，危険なプレーをしないなど，健康・安

全に注意しようとする。････････････････････････････････････････････････Ａ （５）○

②バレーボールの集団的技能に着目して，作戦を立てて勝敗を競い合うバレー

ボールの楽しさを味わおうとする。･･････････････････････････････････････Ｂ （３）

③練習やゲームで，自分の役割を果たし協力して教え合ったり，励まし合った

りしようとする。･･････････････････････････････････････････････････････Ａ （４）

④審判の判定や指示に従い，勝敗や結果を受け入れようとする。･･････････････Ａ （４）

「運動の技能」

①パスとレシーブで，ボールをコントロールすることができる。･･････････････Ａ （４）

②サーブでコースをねらい，相手コートに入れることができる。･･････････････Ａ （４）

③スパイクやブロックの動作ができる。････････････････････････････････････Ｃ （２）

④練習やゲームで，直上トス，オープントスを使った攻撃フォーメーションの

動きができる。････････････････････････････････････････････････････････Ｃ （２）

⑤練習やゲームで，相手のサーブやスパイクに合わせた守備フォーメーション

の動きができる。･･････････････････････････････････････････････････････Ｂ （３）

平均値の算出と単元の総括

「関心・意欲・態度」

（ ５＋３＋４＋４ ）÷４＝４．０ → （２）より「Ａ」となる。

「運動の技能」

（４＋４＋２＋２＋３）÷５＝３．０ → （２）より「Ｂ」となる。

(4) この例に示す，記録の付け方及び数値への置き換えの仕方，数値から観点別評価に総括する例は，

， ， ，便宜的に定めているものであり この事例と同じ手順で行うにしても どのような区切りとするかは

各学校において検討して定めることが肝要である。

(5) この例においては，単元の評価規準を四つの観点で１８個の規準を設定しているが，単元のどの場

面でいくつ設定するかといったことについては，運動の特性や生徒の実態に応じて工夫することが大

切である。

○ この外にも，単元における観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校において

工夫することが望まれる。
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保健Ⅱ

単元名 「現代社会と健康（ウ精神の健康 （６時間））」

第１学年 ○月

☆本事例の指導と評価の特徴とねらい－本事例を読むに当たって－

【目指す生徒の変容】

本事例では精神の健康の保持増進について，単に知識・理解を得るだけにとどまらず，実生活の

， ， ，中での問題点に着目する感性を養い その問題点を解決することに対し価値をもち 意欲的に考え

適切な行動を選択できるようにすることを目指している。

【指導について】

学習により，上記のような生徒の変容が現れることを目指し，単元を通して自分の生活を振り返

ったり，心の内面を見つめたりするとともに，仲間の意見を聞き，自分の考えに取り入れることの

できるような場面を多く設定した。ここでの学習による生徒の変容は，実際の生活場面で直面する

精神の健康に関する問題に対応できる実践力の育成につながるものと考える。

【評価について】

また，評価については，これまで単元テストによる知識・理解に関する評価に偏る傾向にあった

状況から，ワークシートを毎授業で活用し，学習過程での上記のような変容をできるだけ個別に詳

しく見取ることを意図したものである。さらには，観察による評価の着眼点を明確にすることで，

これまでの主観的イメージをより客観的なものに変えることを試みた。

１ 単元の目標

我が国の疾病構造や社会の変化に対応して，健康を保持増進するためには，ヘルスプロモーションの

考え方を生かし，人々が適切な生活行動を選択し実践すること及び環境を改善していく努力が重要であ

ることを理解できるようにする。

(1) 精神の健康の保持増進に関して積極的に仲間と意見交換したり，集めた資料を活用したりしながら

課題を見付け，解決の方法を導き出すことに意欲的に取り組めるようにする。

(2) 学習したことを自分の日常生活に当てはめ，適切な行動を選択することができるようにする。

(3) 人間の欲求と適応機制には様々な種類があること，精神の健康を保持増進するにはストレスに対す

る適切な対処の仕方や自己実現への努力が必要であることについて，具体例を挙げたり，説明したり

することができるようにする。

２ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

健康の保持増進に必要な事柄 健康の保持増進に必要な事柄 健康の保持増進に必要な事柄につ内ご

について，仲間と協力し，資 について，自分のこれまでの いて，健康を保持増進するために容と

料を集めたり，意見を交換し 学習や経験をもとにしたり， は，適切な生活行動を選択するこのの

たり，課題について調べたり 資料や仲間の意見などを参考 と及び環境を改善していく努力がま評

して，意欲的に学習しようと にしたりして，課題の設定や 必要であることを理解し，課題解と価

している。 解決の方法を考え，選択すべ 決に役立つ知識を身に付けていま規

き行動を判断している。 る。り準

単 人間の欲求と適応機制には様 人間の欲求と適応機制には様 人間の欲求と適応機制には様々な

元 々な種類があること，精神と 々な種類があること，精神と 種類があること，精神と身体には

の 身体には密接な関連があるこ 身体には密接な関連があるこ 密接な関連があること，精神の健

評 と，精神の健康を保持増進す と，精神の健康を保持増進す 康を保持増進するにはストレスへ
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価 るにはストレスへの適切な対 るにはストレスへの適切な対 の適切な対処や自己実現への努力

規 処や自己実現への努力が必要 処や自己実現への努力が必要 が必要であることについて，具体

準 であることについて，自分の であることについて，資料や 例を挙げたり，言ったり，書き出

経験や仲間との意見交換，資 仲間の意見をもとに，課題を したりしている。

料などをもとに，課題につい 見付けたり，解決方法をまと

て調べ，記録したり，発表し めたり，日常生活に当てはめ

たりしようとしている。 たりして，選択すべき行動を

判断している。

学具 ①人間の欲求には様々な種類 ①適応機制には様々な種類が ①適応機制には様々な種類がある

習体 があること，精神の健康を あること，精神と身体には ことについて，具体例を挙げた

活の 保持増進するにはストレス 密接な関連があることにつ り，言ったり，書き出したりし

動評 への適切な対処が必要であ いて，精神の健康の保持増 ている。

に価 ることについて，課題や指 進について，自分の経験や ②精神と身体には密接な関連があ

お規 示に注目して，調べようと 資料から，問題点や課題を ることについて，具体例を挙げ

け準 している。 見付けている。 たり，言ったり，書き出したり

る ②適応機制には様々な種類が ②人間の欲求には様々な種類 している。

あること，精神と身体には があること，精神の健康を ③精神の健康を保持増進するには

密接な関連があることにつ 保持増進するにはストレス ストレスへの適切な対処が必要

いて，教科書や与えられた への適切な対処が必要であ であることについて，具体例を

資料をもとに，調べた内容 ることについて，資料や仲 挙げたり，言ったり，書き出し

を記録しようとしている。 間の意見などをもとに，課 たりしている。

③精神の健康を保持増進する 題の解決方法をまとめてい ④精神の健康を保持増進するには

にはストレスへの適切な対 る。 自己実現への努力が必要である

処や自己実現への努力が必 ③精神の健康を保持増進する ことについて，具体例を挙げた

要であることについて，自 にはストレスへの適切な対 り，言ったり，書き出したりし

分の経験や調べたことをも 処や自己実現への努力が必 ている。

とに，自分の意見を発表し 要であることについて，自

ようとしている。 分の生活に当てはめたり，

事例をもとにしたりして，

適切な行動を選んでいる。

３ 指導と評価の計画

単元の評価規準時
ね ら い ・ 学 習 活 動 評 価 方 法 等

との関連間

「欲求と適応機制」１

【ねらい】

行動の根源が欲求にあることに気付き，精神機能

が主として大脳によって統一的・調和的に営まれて

いることや人間には様々な欲求があることを理解で

きるようにする。

【学習活動】

１．人間の行動と欲求について話し合う。

２．人間の欲求と大脳の働きについて調べる。 関心・意欲・態度－① 観察

３．現在の自分が「～したい」という事柄を挙げ，発

表し合う。

４．自分と仲間の欲求を整理し，分類する。 思考・判断－② ワークシート

５．発表し合い，学習のまとめをする。
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【ねらい】２

欲求不満から生じる不安や悩みがあるときに現れ

る適応機制には，様々な種類があることを理解し，

日常生活では様々な適応機制を用いていることに気

付かせる。

【学習活動】

１．欲求不満から生じる不安や悩みがあるときに現れ

る適応機制について話し合う。

２．教科書や資料をもとに，適応機制の種類とその内 関心・意欲・態度－② 観察

容について調べる。 知識・理解－① ワークシート

※単元テスト：設問

Ⅰ，Ⅱでも評価

３．自分の行動傾向について，分類された適応機制に 思考・判断－① ワークシート

当てはめて分析し，自分の行動の問題点を考える。

４．グループ内で発表し合い，学習のまとめをする。

「心身相関とストレス」３

【ねらい】

， （ ） （ ）具体的な事例から 人間の精神 心 と身体 体

は密接な関連をもち，身体的ストレスが精神の健康

に影響し，精神的ストレスが身体の健康に影響する

ことを理解できるようにする。

【学習活動】

１．日常生活の中での心と体のかかわりについて話し 思考・判断－① ワークシート

合い，本時の学習の課題を見付ける。

２．極端な寒暖や腹痛などの例をヒントに，身体的ス

トレスの心への影響について調べる。 関心・意欲・態度 観察，ワークシート

３ 「断腸の思い」の資料をヒントに，精神的ストレ －②．

スの体への影響について調べる。

４．発表し合い，学習のまとめをする。 知識・理解－② ワークシート

※単元テスト：設問Ⅲ

の１）～３）でも評価

「ストレスへの対処」４

【ねらい】

精神の健康を保持増進するためには，ストレスに

適切に対処する必要があり，対処には，原因を除く

こと，周囲の状況を判断する力やコミュニケーショ

ン能力を身に付けること，信頼できる相談相手をも

つこと，趣味をもつこと，体を動かすことなど様々

な方法があることを理解できるようにする。

【学習活動】

１．ストレスが高じた時の心や体への影響について，

自分の経験などをもとに，発表する。

２．ストレスの心身の影響について，資料などをもと

に調べ，ワークシートに整理する。 関心・意欲・態度 観察

３．ストレスへの様々な対処の方法について，仲間と －①

の意見交換や資料をもとに，分析し，整理して，ワ 思考・判断－② 観察，ワークシート

ークシートにまとめる。

４．発表し，まとめる。
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【ねらい】５

自分や仲間でストレスに対する対処法を考え，自

分なりの方法を探し出せるようにする。

【学習活動】

１．現在の自分が，不安や不満，辛いことなどストレ

スに感じていることを挙げる。

２．ストレスチェックをして，自分のストレスの原因

について考え，自分なりの対処法を挙げる。

３．グループ内で自分の経験などをもとに，お互いの 関心・意欲・態度－③ 観察

対処法を発表し合う。

４．お互いの対処法を発表し，体ほぐしなどいくつか 思考・判断－③ ワークシート

の方法を試すなどして，自分で実際に使う対処法を ※単元テスト：設問Ⅳ

選ぶ。 の７～８でも評価

５．精神の健康を保持増進するためには，ストレスへ 知識・理解－③ ワークシート

の適切な対処が必要で，自分なりの対処法を見付け ※単元テスト：設問Ⅳ

ることが重要であることをまとめる。 の１）～６）でも評価

「自己実現」６

【ねらい】

自分自身を高め，持てる力を最大限に発揮したい

という自己実現の欲求の充足が，精神の健康と深く

かかわっていることを理解できるようにする。

【学習活動】

１．自己実現とは,どんなことか,また,健康とどのよ 関心・意欲・態度－③ 観察,ワークシート

うにかかわっているか調べたことをもとに,発表す

る。

２．他人の生き方に関する事例を読んで,自分の現在 思考・判断－③ ワークシート

や将来の実現したい目標を挙げ 自分の行動を選ぶ ※単元テスト：設問Ⅴ， 。

の１）でも評価

３．自分の目標を自己実現するための課題と実現のた 知識・理解－④ ワークシート

めに必要な努力などについて考え,発表し合う。 ※単元テスト：設問Ⅴ

４．精神の健康を保持増進するため，自己実現が必要 の２）でも評価

なことをまとめる。

４ 観点別学習状況の評価の進め方

(1) 基本的な考え方

ア 本単元は，疾病構造や社会の変化に対応して健康の保持増進を図るためには 「精神の健康」が，

重要になっていることを受けて 「精神の健康」の保持増進に関心をもち，自分の生活に当てはめ，

て問題点や課題を見付けるとともに，適切な行動選択ができるような学習を進め，その過程と成果

を評価する。

そのために 「関心・意欲・態度 「思考・判断 「知識・理解」の三つの観点ごとに学習活動， 」， 」，

における具体の評価規準「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ （以下 「おおむね満足で） ，

きる」状況，と略す ）を評価し，実際の授業において学習内容やその進め方及び学習形態等に応。

じて指導と評価の計画に位置付け，単元全体に分散してバランスよく配当し，評価する。

イ 学習活動における具体の評価規準「おおむね満足できる」状況をもとに，深まりや高まりが見ら

れる姿を予測しておき 「十分満足できると判断される」状況（Ａ （以下 「十分満足できる」状， ） ，

況，と略す ）と評価する。。

「 」 ，「 」 （ ）ウ おおむね満足できる 状況を実現していない場合に 努力を要すると判断される 状況 Ｃ

（以下 「努力を要する」状況，と略す ）と評価する。， 。

エ 単元終了後に 「思考・判断」及び「知識・理解」について，学習活動における具体の評価規準，
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に即した問題を作成し，単元テストを実施する。その結果を学習過程における評価と合わせて単元

の評価の総括とする。

オ 「関心・意欲・態度」については，授業中の活動状況の観察やワークシートの記述内容から評価

し 「思考・判断」については，ワークシートの記述内容と単元テスト等を利用して評価する。，

また 「知識・理解」については，単元テストとワークシートの記述内容から評価する。，

(2) 「十分満足できる」状況と評価される具体例

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

①人間の欲求には様々な種類 ①適応機制には様々な種類があ ①適応機制には様々な種類があるこ

，があること，精神の健康を ること，精神と身体には密接 とについて，具体的に説明したり

内容の要点を具体例を挙げて説明保持増進するにはストレス な関連があることについて，

したりしている。への適切な対処が必要であ 精神の健康の保持増進につい

ることについて，課題や指 て，仲間の意見や資料などを ②精神と身体には密接な関連がある

気付いたこと 整理・分析し 具体例を挙げて説示に注目し， もとに， ，問題 ことについて，

。や考えたことをメモしなが 明している点や課題を見付けている。

，調べようとしている。 ②人間の欲求には様々な種類が ③精神の健康を保持増進するにはスら

②適応機制には様々な種類が あること，精神の健康を保持 トレスへの適切な対処が必要であ

具体例を挙げてあること，精神と身体には 増進するにはストレスへの適 ることについて，

。密接な関連があることにつ 切な対処が必要であることに 説明している

いて， ついて， ④精神の健康を保持増進するには自与えられた資料だけ 整理・分析したこと

，課題の解決方法を 己実現へ努力が必要であることにでなく，集めた資料をもと をもとに

に 具体例を挙げて説明して， 。記録しようとしている まとめている。 ついて，
。③精神の健康を保持増進する ③精神の健康を保持増進するに いる

にはストレスへの適切な対 はストレスへの適切な対処や
処や自己実現への努力が必 自己実現への努力が必要であ

自 学習したこ要であることについて， ることについて，
，自分の分の考えに納得できる仲間 とを構造的に整理し

，発表を 生活に当てはめたり，事例をの考えを取り入れ
しようとしている。 もとにしたりして，適切な行

動を選んでいる。

(3) 「努力を要する」状況と評価される生徒への指導の手だて

生徒一人一人に目を向け指導と評価をきめ細かく行うためには，学習を組み立てる段階において努

力を要する状況を予測しておくことにより，個に応じた指導が進めやすくなると考えられる。

授業の展開の中で努力を要すると評価した生徒には，個人やグループの状況を把握した上で原因を

考え，より具体的な指示や助言を行うとともに，その生徒やグループにあった適切な教材を提示する

ように努める。

【関心・意欲・態度】について

例えば，与えられた指示に従わず，ただ参加しているだけにとどまっているような生徒には，生徒

自身の生活場面で起こりそうな話題を取り上げるなどして関心をもたせ，一緒に考えたり，できたこ

とを誉めたり励ましたりして意欲が喚起されるような働きかけを行い，進んで学習に取り組むように

する。

また，自らの意見をもちながら発表することを躊躇して仲間の意見を聞くだけにとどまっているよ

うな生徒には，自分の意見を言うことに対する抵抗感を無くさせるように励ましながら，意思表示の

重要性を理解させるように助言する。同時に集団全体に仲間の意見を尊重し取り入れることの大切さ

を理解させ，意見の出しやすい雰囲気を作り出すよう指導する。

【思考・判断】について

例えば，学習したことを挙げるだけで整理したり分析したりできないような生徒には，着眼点のヒ

ントを与えることや分析方法の例を提示する。
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， ， ，また 学習したことを自分の生活に当てはめることができないような生徒は 具体例を提示したり

問答で生徒の生活から解決のヒントを引き出したりしていく中で気付かせるよう助言する。

【知識・理解】について

例えば，学習した用語を挙げることができる程度にとどまっている生徒には，ワークシートの記述

内容や学習過程を振り返らせることから一緒に整理してあげたり，事柄どうしの関係や構造などに気

付かせるなど生徒の理解の程度に合わせて助言する。

５ 観点別学習状況の評価の単元の総括の事例

(1) 総括の方法

【学習過程の評価】

指導と評価の計画に基づき，各授業に配当した学習活動における具体の評価規準に即して，観察や

ワークシートの記述内容の読み取りによって学習過程の評価とする。

【単元テストによる評価】

， ，指導と評価の計画に基づき 学習活動における具体の評価規準に即したテスト問題を作成・実施し

単元テストによる評価とする。

【総括】

①学習過程の評価は 「関心・意欲・態度 「思考・判断」及び「知識・理解」の観点について，指， 」，

導と評価の計画により各授業ごとに蓄積したものを整理する。

，「 」 「 」 ， 。②単元テストによる評価は 思考・判断 及び 知識・理解 について行い 観点ごとに整理する

③学習過程の評価と単元テストによる評価の総括は，次のように行う。

「 」 ， ， ， ，・ 関心・意欲・態度 の① ② ③については 指導と評価の計画に沿って各２回の評価を行い

結果を合算する。

「 」 ， ， ， ， ，・ 思考・判断 の① ② ③ ④については 指導と評価の計画に沿って学習過程の評価を２回

単元テストの評価を１回行い，各３回の評価を行う。それぞれは，評価の重み付けを特に行うこ

とはせず，単純に合算する。

・ 知識・理解」の①，②，③については，指導と評価の計画に沿って学習過程の評価を各１回，「

単元テストの評価を各１回行う。それぞれは，評価の重み付けを特に行うことはせず，単純に合

算する。

④評価の観点ごとに「Ａ」と「Ｃ」が同時にある場合は「ＢＢ」と読み替えた上で 「Ａ」が過半数，

で「Ａ 「Ｃ」が過半数で「Ｃ」とし，それ以外を「Ｂ」と総括する。」，

別表 観点別学習状況の評価の単元の総括の一例

○ この外にも，単元における観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校において

工夫することが望まれる。

① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

関心・意欲・態度 Ａ － －  － Ｂ －  － Ｂ －  Ｃ － －  － － Ｂ  － － Ｂ  　 　　 　  Ｂ

思考・判断 － Ａ －  Ａ － －  A － －  － Ｂ －  － － A  － － Ｂ  Ａ A Ａ  Ａ

知識・理解 － － － － Ａ － － － － Ｂ － － － － － － － － Ｂ － － － － Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ

関心・意欲・態度 Ｃ － －  － Ｂ －  － Ｃ －  Ｂ － －  － － Ｃ  － － Ｂ  　 　 　  Ｃ

思考・判断 － Ｂ －  Ｃ － －  Ｃ － －  － Ｃ －  － － Ｂ  － － Ｃ  Ｂ Ｃ Ｂ  Ｃ

知識・理解 － － － － Ｂ － － － － Ｂ － － － － － － － － Ｂ － － － － Ｂ Ｂ 　Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ

関心・意欲・態度 Ｂ － －  － Ｂ －  － Ｂ －  Ｂ － －  － － Ｂ  － － Ｃ  　 　 　  Ｂ

思考・判断 － Ｂ －  Ｂ － －  Ｂ － －  － A －  － － Ｂ  － － Ｃ  Ｂ Ａ Ｂ  Ｂ

知識・理解 － － － － Ｂ － － － － Ａ － － － － － － － － Ａ － － － － Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ

＜凡例＞ ：学習活動における具体の評価規準を設定していない。

：学習活動における具体の評価規準を設定しているが，単元テストの対象としていない。

第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 単元テスト
単元の総括

●
藤

評価の観点
生
徒

○
山

△
川




